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当社では、先の新潟県中越沖地震の発生を踏まえ、福島第一・第二原子

力発電所において、 Tこれまでの地質調査を補完しさらに知見を拡充するた

めに、 T平成 20 年１月８日より、両原子力発電所の敷地内および周辺陸域

の地質・地盤調査を専用の車（起震車等）を使用して実施しておりました。 

  

 これまで作業は順調に進み、予定していた５つの調査ルート P

＊
P のうち、

最後の調査ルート（宮城県山元町から宮城県角田市の県道 244 号線）につ

いて、２月 29 日、作業が終了しましたのでお知らせいたします。 

今後、今回の調査において得られたデータについて結果の取りまとめを

行います。 

 

以 上 

 

 

＊ ５つの調査ルート 

  ・福島第二原子力発電所から楢葉町上繁岡付近 

・福島第一原子力発電所から大熊町野上付近 

・南相馬市鹿島区内 

・福島県新地町から宮城県丸森町 

・宮城県山元町から宮城県角田市 

 

   



 

 

平成 20 年１月 19 日に作業終了 

福島第二原子力発電所～楢葉町上繁岡付近 

平成 20 年２月１日に作業終了 

福島第一原子力発電所～大熊町野上付近 

凡例    調査ルート 

評価している双葉断層（約 18ｋｍ） 

現在、当社が活断層と 

平成 20 年２月 12 日に作業終了 

南相馬市鹿島区内

平成 20 年２月 29 日に作業終了 

宮城県山元町～宮城県角田市

平成 20 年２月 21 日に作業終了 

福島県新地町～宮城県丸森町

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業を実施した５つの調査ルート 


